
長 嘔 銀 屋 町 教 会

『 週 報 』
職 。諺7N鋭

釉 節を 雪ξ

2月 24鐵

【2018年度聖句】「わたしは復活であり、命である」
甕ノLネ :こよる福音書 11章 25節

【2018年度標語】 Fキ リス :ヽ C命 を生 き る壼

～定簸禁会案菫～

O主 轟 率≧諄       轟罐藩 午繭 11時 30分～
○教会学校 幼層、穏,G中高科 悉曜霧 午前 9時 30分～
◎聖書研争 祈祷会     水曜轟 午前 10時 30分～
○夕べの礼拝   第 2、 第4金曜轟 午後 7時 09分～
〇入問講座         鐘 時

〒350-争854 長鍋市銀屋琴 l-5 電話・F菫 0つテ423-輪 57
数鑽 竹内款一 E―醒ail:g最諄_churchOybb.ne.j砂
ホームページ http:/ダ筆鞭.giocitles.jDな inyattachchurch/
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繭  奏
○露  詞
○讃  詠
○交  読

○横徒信条

O主鋸析り
0鑽 美 歌
聖  書

主日礼拝 次第
2019年 2漏 24爾 降誕節第 9主日
司式 :西 興弓 奏楽 :直塚真理子

安j:]徹

奏楽者

コブ議 19章 25節
‐
司式者
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詩編 103編 菫～ 13節  〃
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ルカによる機音書 5章 12～ 鸞6節
1新約 :pll争 ) 轟式者

ガ

448      -輔
「まるごと受け止あるイエス聾

竹内款一牧鐸
〃

一 難
ガ

一 轟
竹内款一牧糠

奏楽者

司式者

Cの 奪がついた部分ではお立ちいただきますが
立つことの難しい方は整つたままで結調です。
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☆「議義まI-546」、「奇霧策24」

「使徒信条」、軽F聴動」などま、

座痛に備え薇すのものもあ琴ます。

ご覧ください。

☆「交読」iま、一節ずつ

司会者と会衆が、交互:こ

読みます。

最後の一節は全員で

読みます。

☆璽讃美歌望ま、拡大したものも

ござしヽます。ご入爵舎方:ま

受特にお華し整ください。

☆磁 聴器J、「点字聖書」も

ございます。ご入燿母方:ま

受付までお幸義くださtl。

☆事し躍 鰤頭ま、

フリースペースがあ呼ます。

こどもの遊び場、礼拝中参授

事しや、くつろぎ縁場としてお袋

もヽいただ:すます。

☆何か分からなもヽ事がありました

ら、お気軽に受付:こおたずねく

ださしヽ。

◇◇◇ 臨時教会鯰会  会 告 ◇◇◇
甕籍 12攀 19年 3月 1攣 日(露 }礼拝後   場所 :長崎銀屋覇教会礼拝堂
議題 :02参 19年度宣教計画および年間標語 。年間聖旬に野する滓

02舎 1参 年度行事計画 ,こ巽する停 ③2参 10年度会計予算に理する件
④役員選挙 :こ闘する諄     ⑤2019年度九攘教区総会議員選轟の終
(3201等 年度長峰地区総会議員選轟の件 ③その他

※ やむを得ず贅奪される方:■、昨菱髪攀準 を鍵轟してくださをゝ=
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今 週 の 祈 り

0すべての人にキリストの意みと平権が
ありますように。

③被災された方々,こ慰めと平安を。
議々の歩み眸ミ守られますように。
③ネし拝:こ轟鷹できない方をおぼえて、
主の意みと平安を。

本 回 の 教 会 学 校

◇幼小科・中高科合轟
説教 奥野致元 奏楽 大岩しのぶ
(参 130～ 記念館 2F)

本 日 の 礼 拝 当 番

藤澤裕子 前圏恵美 渡部克子

本 轟 勢 予 定

◇ティータイム ◇聖歌隊練習
◆「地域と教会J伝道協議会
14:00～ 羽犬塚教会
「アィリピン社会と教会のはたらきJ
シャル さガポンリー牧師を達ええ

次運 《3月 3圏 〉教会学校

◇幼だヽ科 。中轟科合轟礼拝
嚢教 竹内款一 奏楽 大岩しのぶ

(9:3争～ 記念筆 2F.)

次 邁 (3躍 3饗 }主 闘礼 拝

降 誕節第 10主藝】
説 教 :務李かち合うヽこと」

竹内款一牧轟

聖 書 :ルカによる福音書
9章 1参 ～ 17纂

交 読 :詩編45編 2～ 12節
蒙美歌 :7,[聖 21-198],
54,[聖 21-2981,頌栄27

曇司式置困 興弓 言奏楽番菫塚真理子
【礼拝当番機

轟澤裕子 議羹恵美 渡部克子

次週 く2月 24日》礼拝後の予定

◇ティータイム ◇聖歌隊練習
金「地域と教会」転道協議会
14:絲～ 羽犬塚教会
「フィリピン社会と教会のはたらき i
シャル 拿ガポンリー牧報を迎ええ

今 週 の 予 定

ル薄福音書 l丁 章 l～ 1季 節
司会 :井影継子

0世 界祈祷甕
3雇 1藝 (金 )l尋 :鉾～ 平魏記念教会
「れらっしゃい、準備な
すっかりできていますJ
{ス 甕ベエアからのメッセージ}
※豊3:○○からス霧ベニアの映像を見
る機会があります。こちらもどうぞ。

署牧師予定機
。1ヨ (金卜・鎮西学読授業

報     告

◎奄美地区から徳之島の 《たんかん)の詰
り物を←ただきました。感謝いたします。

『徳之島教会遷信』と共にお召し上がりく

ださい.

◎「3月予定表Jをお配りしています。

◎互聴献金、隠退教師献金について
2月末園をもって今年度分をしめて、送金

をいたします。ご協力お願いしヽたします。

ご協力をお願いいたします。

※2018年度累計 :i03,662銅 (2月7まで)
感謝をもって報告いたします。

◇『キ準スト新毒』

2月 20霧 10:3攀 -12:0◇

郵 物便
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奥野 多津子 直塚 朋子

森 富美　吉田 加奈子　山道 一恵

◇聖餐式　◇聖歌隊奉仕　

◇３月定例役員会

03月03日
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2霧霧綽年 2鼻 嗜7攣畿 蝙 :画旨「種まくÅ』∫ン農轟 :4～ 嗜5
主イエス減実にたくさんの “たとえ"を語ら

れた。“たとえ"は原語のギ雫シア語驚 ち ラヾ

ボレー"と 言等ヽ、「並んで投げ出されてヽ`るも
め」と直讚姜 る。だから、何かを命令してもヽ

るので:まなく、並んで寝ギ羹されてヽヽるものか

ら、歯らが感じ取ザ、考え、そして自らの決断

を生しさせるも鍛だと言える。

「奥とえを理いて話す理義」のところ:こ、“「彼

らが見ても見えず、聞いても理解できない」よ

う:こするためである"と ある。決して意地悪む

ようとtヽ うので:まなもヽ。イザヤ書 8:ず からの3:

最だ論ヽ もヽつも神さまが伝えたいこと:よ、鐘さ

れていることがあって、こ母縄されたことを窯

いて欲 しヽ のヽだ。だから「聞く耳命ある者は羹

きなさい」と大声てンエス:ま言われたのだつた。

こ饗種を寿く人翁 =た とえ"には、他 :こはま
ずない解説まで―Jヽ てヽヽヽる。種と:ま紳の言葉嗅

道端の導鋳:ま、もヽっとき響言葉を鐸いてもそれ

が奪番去れる場合.石地今も籍』よ、喜んで受け
入れても猥がなヽ`母で、試鰊 :こ遭うと身を3iい

てしまう場合.茨の幸に落ちた者は、途中で懇
い煩しヽや富や快楽に覆い塞がれて実が熱すま

ぞ至らなもヽ場合.築い土地:こ落ちたのは、立派
な難で響言葉を難き、よく守彎忍耐して実を結
ι:ミ人たちだという。

ルカ福音書 竜ヾ えるところずは、確かをこその

通誓なのだろう。ただこうも思う。状況や環境

で人は変わるけれども、状況や環境を理由‡こし

てダメだと断言してしまわなもヽことも実 :こ大

切なことだと、感じ取るのである。

なぜなら、糞もヽ土地に落ちえ種以外鋳状況 :ま、

おそらく機代教会から:ま 暮めてキ琴スト者が

経験してきたことそのものだと、想像がつくか

らである。だから、こ録 “たとえ"は「良い環
境で育つ種のたとえ」とは言えなもヽし、「悪い

環境てヽ ま罐豊ま育たないJと 言いたしヽ輸ではない

だろう。

菫堪で饉みつけられよ金が,轟 :こ食べられよ

つうヽ 石地で温きをおぼえよう0ミ 茨め弩甕■か

ぶさろううヽ あるい:ま 良い土地で轟ろうが、種

を轄くメ、まま絶望を報拠 :こ善くので:まなく、希望

を墨彗盤:こ蒔く鍛である。

そして種を寿く人が難 以上、質人にも、ど

んな人に基希雷を抱いているのである。種なら

ずとも、通理、懸地、蓑、象をヽ土地。人:ま色ん

な訴で生きる。華 iC、 悪彗きこと:こ饉み、試練
に遷■、あるも`:ま嫁 tヽ領いや富の誘惑、為る■

-4-

薙貧しさから来る昔しみ意こ遷うかも知れなぃ

け寺ヽ 種まく人事ま一つも望みを捨てていなもヽ.

それどころか、実に蒔き続けるのである。こ命

“たとえ"は他でもな等ヽ、主イエスによって語
られているのだから、そうなのだと言える。

人というのは、“書ス"を嫌う。時轟、手銀ひ

ま、無駄だと思える労峰、鑢 だと思ってむま

う状況や襲 、エトセトラ。“ロス"を鎌ら.確
実な成果を上げられ強いと、それはダメなこと

だと結論付けてしまう。残念ながら、特:=鬼式

霧本の社会では、そ鍛感覚力勢口速しているかも

知れない。しかしながら、主イエス:ま種を毒き

続けているのだと思う。今も。

きっと、主イエス薔ま、道端、塔地、茨に落ち

た種も、どの一粒もロスと:ま思って等`なヽヽこと

だろう。

主イエスは、その当時の農興たちが手巽ひま

かけ、手塩 :こかけて行っていることを少しも否

定:ま しなヽヽ。澤水たらして働くこと、限られた

ものを分かち合いまかなうこと、金む場所や隷

すべき所を整えること、支え合うため:こ様々な

労をとること。ヽ ず`れも、何の燃果のないもめ、

無意味なことなどと軽んじたり:ま しない分で

ある。

むしろ、そこで生きる命を祝援するた轟に、

種を寺き続け、神鈴言葉を蒔き続けるめが主イ

エスである。そして、どんな事にも “ロス"1ま

ない舟で轟る。

種まく農異は、壽いたものが嵐や甕懇等の急

あら幸る理由で無下にも実らないこともある

ことを知ってヽヽる。でも、希望を抱かずに等か

ない農裁:よいなヽヽ分である。収襲の実りの喜び

:よ曇ずあると黛じている分である。べ ン`レヘム

で生まれ、十ザンで育ち、ガリラヤで宣教し、

神の言葉を語った主イエスはそれを棄く無っ

ている。何一つ “参ス"な ど強いと。
こ蒔孝し拝で:よ、『わたしたち母たねまき基と

ヽヽう絵本を読んだ。ありとあらゆる命が関係し、

太陽も、民も、轟も、様々な動物やそして人難.

命ある者がかかわる纏まきはどれ一つ無駄な

ことなんてない。そ鋳絵本ではイエス:ま登場じ

なしヽかも無れなしヽ力ヽ イエスの言葉がよく分か

る。無駄な種なんて一つもな等ヽ。あらゆる命静ヘ

交じつ合って、そもそも豊かなのである。

主イエスξま、こ身 “たとえ"を範して、轟ら

やる考、あらやる詩、あら誇る状況にあって、

キ琴スト壽今宿る者を視轟しておられる。


